
広島に投下された原爆の残りりくをともして、犠牲者
の冥福と平和を祈る「キャシドルナイト」7併柑日、県

内で初あて、九度山町の世東通産・高野山真言宗慈専
院で開催される。「原爆のりく」の話を耳にし、平和へ
の患いを新たにした同町下古沢、きのくに国際高等専
修学校2年、探尾開放さん（16）と母・一絵さん（44）が
福岡県からりくを持ち帰り、実現した。（曽我一畳）

慮
爆
の
火
し＿

火
は
、
同
県
八
女
市
星
野
村
出

身
の
山
本
達
雄
さ
ん
（
故
人
）
が
、

被
爆
死
し
た
叔
父
の
形
見
と
し

て
、
原
爆
投
下
で
廃
虚
と
な
っ
た

広
島
市
内
で
く
す
ぶ
る
火
を
カ
イ

ロ
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。
村
は

こ
の
火
を
「
平
和
の
火
」
と
し
て

守
り
続
け
、
大
阪
市
の
「
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
実
行

委
の
呼
び
か
け
で
、
全
国
各
地
で

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

今
年
4
月
下
旬
、
一
絵
さ
ん
は
、

こ
の
讃
を
大
阪
の
友
人
か
ら
聞

き
、
明
加
さ
ん
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
私
も
原
爆
の
悲
惨
さ
を
学
校
で

学
ん
だ
。
二
度
と
戦
争
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
和
歌
山
で
も
平
和
を

訴
え
た
い
」
と
決
心
。
同
実
行
委

に
申
し
出
て
、
2
人
が
「
ピ
ー
ス

ス
テ
ト
シ
ョ
ン
」
と
な
り
、
各
地

域
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
主
催
者

を
夢
集
、
紀
の
川
市
と
大
阪
市
の

計
4
人
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。
深

九度山・慈尊院ト

ランプに採火し六＝「原爛の火」と深尾一絵さん、
明加さん親子（九度山町の慈】淳院・みろく経で）

18日にキャンドルナイ
属
さ
ん
親
子
は
今
月
初
め
、
塁
野

村
に
行
っ
て
採
火
し
、
1
2
日
に
慈

革
院
・
み
ろ
く
鮨
で
1
人
に
火
を

分
け
た
。

深
尾
さ
ん
は
柑
日
午
後
7
～
9

簡
、
同
院
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

を
開
催
。
参
加
者
に
は
竹
製
の

疎
密
な
ど
を
配
っ
て
火
を
移
し
、

塊
肉
に
並
べ
た
り
、
噴
水
の
他
に
、

浮
か
べ
た
り
㌧
デ
、
犠
牲
者
の
鎮

魂
を
祈
り
、
平
和
を
撃
つ
。

一
方
、
深
属
さ
ん
か
ら
火
を
も

ら
っ
た
紀
の
川
市
の
女
性
は
後

日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
か
つ

ら
ぎ
町
の
山
中
で
、
大
阪
市
の
男

性
は
音
楽
仲
間
と
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

で
、
そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
を
開
催
。
あ
と
の
2
人
は
自
宅

で
家
族
と
祈
り
を
さ
さ
げ
る
と
い

う
。明
加
さ
ん
は
「
こ
の
火
は
と
て

も
怖
い
し
、
悲
し
い
。
で
も
、
あ

た
た
か
い
。
平
和
を
考
え
る
き
つ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、

一
絵
さ
ん
は
「
原
爆
の
火
は
、
山

本
さ
ん
の
目
の
前
で
突
然
、
立
ち
、

た
ま
た
ま
持
っ
て
い
た
カ
イ
ロ
に

採
火
で
き
た
と
聞
い
た
。
そ
の
不

思
議
さ
を
意
い
な
が
ら
祈
り
た

い
」
と
話
し
た
。


